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森里海連環学
森林生態系・里域生態系・沿岸生態系の連環が失われたことによ
り，環境が悪化していることを鑑みて生態系間の連環を見直し，
持続可能な環境を取り戻すことを目的としている．



生態系サービス：人間が生態系（自然）から得る利益
自然のもたらすもの（Nature’s Contribution to people)
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わたしたちは自然の資源やサービスに依存している。

多様な自然資源を選択できることが、私たちの安全で
安心・快適な生活を支えている。



■ 健康診断

■ 健康診断とは、診察および各種の検査で健康状態を評価
することで健康の維持や疾患の予防・早期発見に役立て
るものである。 （Wikipedia）

■ ただちに病名などがわかるわけではない。

■ 森の健康診断は何を指標にする？

わたしたちは自然の資源やサービスに依存している。

大切な山や森がいつまでも健やかであってほしい。

そのための情報・モニタリング（健康診断）が不可欠。



川の水は森林生態系の尿と考えられる。
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河川水質で
山の健康診断

ができるのではないか



S5 間伐
S12 除伐 S11 間伐

森林生態系が攪乱（人為：伐採・林道整備、非人為：気象害・
病害虫害）を受けると、森林流出水中の窒素濃度が高まる。
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森林を伐採・間伐すると、河川水中の硝酸態窒素
濃度は上昇する。



調査年 著者 調査点数 その他（頻度・採水地点など）

1956 小林 235 毎月1回、1年間・平野に出る前

1988 広瀬 34 1回のみ・東日本がほぼない

1998 戸田 40 1回のみ・西日本が少ない

2003 木平 1279 1回のみ

全国レベルの源流域河川水の調査は非常に少ない。
山や森、川の状態はよくわかっていない。

再調査をすることで、20年間での変化（＝モニタリング）がわか
るのではないか。



時間にともなう変化

20年間での変化＝モニタリング

?

2022年

全国レベルの源流域河川水質の把握＝山の健康診断をしよう！

2003年

GISによる整理
機械学習による解析



しかし、採水や分析の人手もお金もない･･･

■ 1279点、一人でするのは不可能

■源流域（山の奥）なので、行くのも大変

■ 20年前と同じ測定項目は再度行いたい

■ pH・電気伝導度、主要イオンなど、大変・・・

■新たに開発された分析項目も加えたい

■より負担は増す・・・



■一方、人々の環境への関心は強くなっている

■市民や企業の方と一緒にできないか？？

■シチズンサイエンス？！

■「誰に」呼びかけたらよいか？

■ご協力くださった企業

–アウトドアの会社 モンベル

–水質測定・機器 堀場アドバンスドテクノ

興味のある人？
採水できる人？
分析できる人？



モンベル ７つのミッション



堀場アドバンスドテクノ ミッション



生態系の情報は、あらゆるステークホルダー
（市民・行政・企業・研究者）にとって重要

登山のついでに採水

モンベル
広報・方法の説明・

用具の送付

モンベル

情報の視覚化
HPなどで情報の還元

市民との生態系情報の
読み解きと共有

市民ｰ研究者による持続可能な社会のためのプラットフォーム



準備期間
■ 2020年11月 「モンベル」 辰野会長よりご協力いただけることになる

■ 「堀場アドバンスドテクノ」にもご協力をおねがいする

■ 2021年春 「モンベル」と打合せをはじめる

■ 2021年7月から 「モンベル」の皆さんに採水の試行をおねがいする

■ 2021年夏頃 「堀場アドバンスドテクノ」と分析の相談をはじめる

■ 2021年秋ごろ モンベル広報課の皆さんと計画をはじめる

■ 仲間を募る 赤石大輔先生・牧野奏佳香さん

■ 2022年冬ごろ サンプルの管理などについて検討をはじめる

■ 情報学研究科 小山里奈先生・板谷佳美さん

■ 2022年４月 科研採択される

■ 2022年5月 モンベル会報に「山の健康診断」について掲載いただく

■ 2022年6月 Sus-Nプロジェクトに合流させてもらう



採水サンプル・データ整理の検討
情報学の力を借りる

■ サンプルをどのように保管するか？

– 数が多いので、サンプルの識別が重要 → QRコードで管理

■ 採水した採水してくださる方に、必要な情報（採水地点）を
間違いなく伝え、教えてもらうにはどうしたらよいか？

– 簡便な方法

– 位置情報は必ずほしい → 携帯のGPS？

– → スマホでの入力フォームを作成

■ 入力フォームの検討 わかりやすく・扱いやすく

– 採水地は電波がなくオフラインになっているだろうから、先
にDLしてもらうなど工夫した。





HPの開設
協力のおねがい
採水の重複を避けるための採水予約
採水期間は2003年に合わせ６月１日から11月31日

黄 採水済
赤 予約
青 未予約





・地方は共同研究者におねがいし、自分も採水に回っ
た。何とか終了！

・多くの源流域はとても美しく、良好そうに見えた。
・林道は荒れている場所も多く、補修もなされていな
い箇所があった。
・人目につかない場所では、太陽光パネルや風力発電
施設が数多く設置され、不安が募った。



山の健康診断（モニタリング）の使い方

■ 調べる＝山や森の基礎データを収集する。

■ 解析する。 論文化

■ 情報の共有

■ 状態に応じた付き合い方を検討する。

– 自然資源の持続可能な（賢明な）利用

■ 適切な生態系管理（Ecosystem Management）を行う。



シチズンサイエンスのメリットと課題

■ シチズンサイエンスのメリット
– 人手と経費が助かる。
– 多くの人に一緒に考えてもらうきっかけになる。

■ 成果について
– 一人では得られなかった大量のデータが得られた。
– 精度管理が必要。
– 参加者に何かの気づきがあった。

■ シチズンサイエンスでの調査をどう考えるか。
– 大きな可能性をもつ研究手法だと思う。
– 環境課題を自分事化するのに有効な手段かもしれない。
– 広報が課題になる。
– 事故などの責任問題について検討が必要だろう。
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